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大曲南中学校 ３年生 環境学習報告
南中３年生の今年の課題は「国際理解」です。昨年まで学

習してきたことを生かし，今年は海外の環境保護への取り組
みについて調査し，日本の実情と比較しながら自分たちので
きること，しなければならないことを広く訴えたいと考えま
した。その課題設定のために，大仙市国際交流員のアイビー

先生とオーヤン先生に海外の環境保護への取り組みについてお話を聞きました。オーヤン先生はシンガポー
ル，アイビー先生はドイツの様子をお話ししてくださいました。英語も交えながらのプレゼンでしたが，日
本とは異なることも多く，みんな真剣に聞きました。生徒の感想を紹介します。

今日は２人の先生から海外の環境保護の話
を聞きました。その中で私が特に気になった
ことは，海外の水事情についてです。シンガ
ポールでは色々な過程を経てやっと水が飲め
るようになるということにとても驚きました。
私たちが普段当たり前のように使っている水
でも海外に行けばとても貴重なものなのだと
思いました。私は水を出しっぱなしにして無
駄遣いしてしまっています。まずは身近なと
ころから節水したいと思いました。ドイツで
はゴミの分別に特に力を入れていることが分
かりました。私もゴミの分別はしているつも
りですが，まだまだ分別しきれていないもの
もあります。ドイツを見習って分別していき
たいです。

僕たちはめったに外国に行く機会がないので，外国
の環境問題やエコ対策についていろいろ見ることがで
きて非常によい授業だったと思います。シンガポール
の飲料水を手に入れる方法，ドイツのペットボトルを
入れるとお金が返ってくる機械など，興味深いエコ対
策もありためになりました。またシンガポールの new

water を飲んだりクイズもあったりわかりやすかった
です。アイビー先生が言っていたように，レジ袋の使
い方についてはみんなで考え直す必要があると思いま
した。エコバッグ等をフル活用していこうと思います。
日本も他国の良いエコ活動を見習い進めていけば良い
と思います。

オーヤン先生のお話でシンガポールの水は雨水をため
たり，下水をろ過したりしていると知りました。～中略
～
アイビー先生のお話ではドイツがゴミの分別に力を入れ
ていることが分かりました。またクリーンエネルギーに
力を入れており，割合で示すと，１位は風力発電（ドイ
ツには山がないため），２位は太陽光発電，３位はバイ
オエネルギーだそうです。日本では地熱発電ができます
がドイツではないそうです。アイスランドでは地熱で雪
を溶かすことがあるとも聞きました。世界のエネルギー
事情を知るのも楽しそうだと思いました。

ドイツは各家庭に４つのゴミ箱を設置する
ことが義務づけられています。

シンガポールでは
４つの水資源をフル活用しています。

・マレーシアから水を買う。
・雨水をためて飲用水として使う。
・海水を濾過し真水にする。
・下水をリサイクルして New Waterにする。


